
計画策定／啓発・普及／  実践活動  
生態系保全／水質保全／  景観・生活環境 ／水田貯留／資源循環 
農業用水の利用／施設への植栽／  景観作物 ／巡回点検・清掃／伝統的農法／農用地等利用／風塵防止 

（３）農用地を活用した景観に配慮した作付け 

農村の景観を良好にするために、遊休農地等に景観植物等の植栽を行うこと。  

 
【活動のねらい】 

緑を基調とした色彩豊かな景観は、農村は生産活動の場であると同時に、農村のたたずまいそ

のものが私たちに安らぎを与えてくれます。農村・都市交流を図っていく上でも、美しい農村景

観を形成・維持していく必要があります。 

 

【活動の内容】 

農村の景観は個人の努力だけでは維持することが難しいため、地域の住民が協力して行うこと

が必要です。このような取り組みの中で、農用地や農村の荒廃を防ぐことができます。 

逆に、美しい農村景観の一部に、遊休農地の荒れた姿が存在すると、農村のイメージは大きく

変わってしまいかねません。地域活動の一環として、遊休農地に景観植物等を積極的に植栽して

いくことによって、農村景観の向上とともに農用地の荒廃を防ぐことが必要です。 

景観植物の例としては、コスモス、ヒマワリ、アブラナ、マリーゴールド等があります。 

これらの種類の選定や植栽の位置を選定するには、有識者の意見、管理の手間、種の価格等を

参考に、地域の話し合いで決めることが肝要です。 
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